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赤十字は有珠山噴火以来、医療救護班の派遣と共に、平成 12 年 4 月 2 日（日）に日本赤
十字社医療センター槙島敏治外科・救急部長（現国際救援部及び第二外科部長）を派遣し、
伊達赤十字病院を拠点病院として 4 月 3 日（月）に赤十字「心のケアセンター」を同病院心
理相談室に開設した。これは赤十字がこれまで検討してきた「心のケアセンター」構想に基
づいて、心のケア活動を組織的に展開、実施する赤十字にとっても初めての試みであった。 
まず開設に至る 4 月 3 日（月）までの状況を報告する。 
 
火山性微動の観測に基づく 3 月 28 日の自主避難勧告以来、度重なる地震に見舞われてい




















しかし、この構想は、そうした専門家による治療やサポート行為を Special care と名付け、
さらに心身の負担の軽減や健康維持のための啓蒙活動などの予防措置も含めた Private 














1. Special Care として伊達赤十字病院内の心理相談室で電話や来談による相談受付けの
実施。精神神経科による精神医学的治療。 
2. Private Care として専門カウンセラーに協力を仰ぎ救護班に配置かつ救護班看護婦に
よる救護所に訪れる被災住民への心理的サポートの実施 



























長万部避難所視察報告              

















   
当面の対策として、専門カウンセラーが救護班に入れるように道支部中塚課長と槙島部 






                  
                                     前田 潤 
   
カルチャーセンター視察報告 
  
大ホール（270） リハーサル室（33） 視聴覚室（47） 講堂（115） 
 和室（9）：具合の悪い人のみ  
 車中（7）  （注）自治組織があり、代表者も部屋毎に定まっている。 
その他（12）   氏名も明らかだがプライバシーから報告書では割愛 
















  呼びかけるなど振り分けがいりそう。 



















・ 精神保健センターが 4/1 に巡回してました。 














































         
            図１（赤十字「心のケアセンター」概念図） 
 
 
             図２（部門別担当機関及び役割） 
 
  
従来、心のケアといわれる部分は赤十字「心のケアセンター」構想では Special  Care 部門で
対応し、Private Care ,Mass Care 部門で健康維持、増進、予防、身体症状への対応や個別面接な
どを行い、全体として階層構造をなし、避難住民への支援を総合的に行うことで全体として組織
的な心のケアとなるよう計画されている。 
特に、Private Care ,Mass Care では、赤十字機関以外の専門家や専門団体、各種ボランティア
の協同も予め計画されているという特徴を持つ。 
 































   赤十字「心のケアセンター」構想に於いて計画された Special Care 活動には、精神科医師による
治療と伊達赤十字病院内に新たに設けた電話及び来談による相談窓口がある。 


























 当院の状況は西胆振 6 ケ市町村（伊達市・虻田町・大滝村・壮瞥町・豊浦町・洞爺村）の中核病院で外来
が多く、今回の噴火の被災地区と診療区域が一致している。 
ちなみに、人口は西胆振全域で 6 万人弱（Hll．3．31 現在）で、伊達市 3 万 5 千人、虻田町 1 万人精神神経
科の個別的な状況としては Hll．11 より精神科医退職、補充困難で医師数 3→2 名でマンパワーの不足した
状態となっていて、病棟の縮小時期と噴火の時期が一致し精神神経科の外来患者は多く、精神科外来患者数
1 日平均約 107 名だが西胆振の精神疾患の外来部門の多くを 受け持っていると考えられる。 
精神科入院患者数 H12・4 に 130 床から 60 床となり 60 名となっている。 















3 月 31 日：PM1 すぎに有珠山北西山ろくで噴火。国道 230 号線・37 号線・JR・高速道路など交通遮  









◎ 日赤に、心のケアセンタ− を開設、これは被災者に対する心理的支援プログラムで、今回の災害は  
  避難生活によるストレスが大きいと考え、避難所を中心に支援を行ったものである。マンパワーの 
  問題上、私の関わりは患者の受け入れ、医療など地元の医療機関での役割を果たすこと、お城であ 
  れば本丸を守ることに専念した。しばらくの間、朝のミーティングに参加した。心理士、作業療法 
  士などの、活動の参加もあり、体育館が使えないなど、業務上の精神科活動の縮小せざるを得ない 
  状況となった。 
  道の動きも、素早く”心のケア班”なるものも作られ、同時並行的に動いていたし、当院救護班、   




   ○避難指示の出た地域へは立ち入り禁止となった。 
・交通の遮断；大動脈である国道３７号線、２３０号線、JR、高速道路などが遮断。 
 病院との交通が断たれた。 
   ○避難所生活・身内などへの避難などで人間関係が変わってしまった 
   ○仕事を無くした人、家や財産をなくした人がいた。 



















・ 心のケアセンターからは心理士のカウンセリング受けるも、医療としての関  
   わりが必要と受診になったケースがあった。 
 ・道「心のケア」班より不眠の人の紹介状付きの外来の初診が数例。 
・避難所に入っている保健婦 
    …避難が長期化して明らかとなった痴呆の人…受診して老人病院に依頼入院となった。 
    …アルコール問題のある人の相談を受ける。 
・ 避難所の救護班の医師・看護婦 
   ‥精神疾患のある人で目立つ人、訴えが多く声の大きい人、人と違う行動パターンの人について 
    の問い合わせが多かった。これは必ずしも病気の重篤度、必要性、緊急性とは一致していなか 
    った。 
・ 警察・消防‥飲酒で救急車で来院したアルコール依存症者…入院の必要なく帰宅 
        交通遮断地区からの受診・入院のための救急車の搬送、数名、               








  ●避難所生活が困難での入院の人が見られた。 
  ●数年ぶりの再発で入院する人が目立った。 
  ●避難所生活が長期化するとアルコール問題、痴呆の問題が浮き出てくる。 
  ●目立つ人・訴えの多い人・声の大きい人は配慮をしてもらいやすかった。 




case1 45 歳男性  抑鬱状態 
・去年の７月に会社をリストラされ、その後閉じこもり 
４月１日避難指示地域から救助…避難所・弟宅を経てて再度避難指示地区に入り装甲車とヘリで救出 
                 …嫌人・抑鬱・なげやり 
                 …父母・本人と 3 人で生活可能な状況が整うまで入院した。 






Case2 77 歳女性 心因反応             
       避難所不適応で避難所生活 1 日で入院した方である。 
 
case3 40 歳女性 躁鬱病 今回が 14 回目の入院なるも前回入院より 6 年ぶりの入院。避難所を転々とし 
            交通遮断道路を救急車で日赤避難所にきて、その後、伊達の避難所で病気の配 
            慮受けるも躁状態再燃、悪化して入院。 
 
case4 69 歳女性 分裂病  妄想あり、近隣とトラブルを起こしながらも単身で生活している方で噴火で 
             避難所生活となるも周囲が本人の言動にたまらない日赤避難所に来たが不適 
             応で避難が解除になるまで入院した。 
 
case5 45 歳 男性    6 回目の入浣・ただし 5 年半ぶりの入院 
            噴火による交通遮断・環境変化・不安感の増悪…風の流れで噴煙の 
            硫黄？の匂いも嫌といっていた。遮断ル− 卜夜間救急車で入院 
 
case 6 55 歳男性 抑鬱状態 町職員、入院に噴火の影響もあり 
 
case 7 56 歳女性 躁鬱病 入退院頻回、当院 14 回、地震で不眠、強く入院を希望 
 
●他院に入院した例  
          他院での入院回数わからないが、当地区の病院はほぼ満床で何とか 
          遣り繰りをして噴火関係の入院を都合していた様子。 
          ここでは当院でお願いした人・当院にかかっていた人をあげた。 
 
case8  69 歳女性 鬱病   噴火で避難、、本人鬱病の悪化で当院満床のため 
               室蘭 S 病院に依頼、入院となる。 
case9  39 歳男性 躁鬱病  躁状態となり入退院・当院 9 回、室蘭 S 病院 2 回 
               6 年半ぶりの入院で妻は鬱状態にて当院に入院 
               噴火で実家のそばの避難所に避難、避難所より、よさこいソーラン 
               のため札幌に行き躁状態で室漸 S 病院に入院 
 
case10  46 歳男性。 分裂病  単身生活で自宅に電話もない。通院が交通遮断のため困難となっ  
               ていたが、来院途絶え、ふだんは精神科訪問指導していたが噴火 
               で途絶え、不調の連絡が 6 月に入り満床のため S 病院に依頼。往 




case11  68 歳の女性心因反応   過呼吸で当院神経内科受診歴ある。避難所がいつも明るく、騒音や 
                 地震で精神的に耐えられないとパニックとなり心因性の意識消失発 
                 作おこす。 
                 日赤避難所に来るが不眠と発作で 2 回外来受診した。 
 
case12  31 歳男性  分裂病   以前に自殺企図のガス爆発を起こしたことがある。 
                 噴火後の警備のパトカーを気にしたりしていた。4 月 11 日入院を希  
                 望するも満床の為困難。他院にも入院希望するが満床。6 月 13 日ま 
                 で通院、6 月末、首をつって死亡。 
case13   46 歳 躁鬱病女性。地震で親戚宅に避難していた。 
     避難先から入院中の夫に会いに飛行機で来る前日に突然死（心臓死）。 




case14  52 歳女性抑鬱状態    夫も受診中、本人、夫とも顕示的傾向あり、訴えも多い。 
                 虻田町長を殺すと言ったらしく、保健婦・医師などより再三電話が 
                 入る。 
                 薬を郵送や処方内容のファックスの希望あり。避難所の個室に夫婦   
                 でいたり、好待遇を受けたようだ。 
 
case15  64 歳男性 分裂病     S44 より東京で 3 回入院、当院では入院はなく心気的、被害的、過 
                 敏で権利意識に敏感、本人より連絡あり薬郵送、避難所では比較的 
                 好待遇を受けていると本人話していた。避難解除になっているが本 
                 人自宅である公営住宅には帰らず仮設住宅にいる。 
 
cas816  40 歳男性  心因反応 心気妄想を訴えて来院、現在は投薬と心理のカウンセリングを受けて   
                いるが人嫌い、変人、避難所では車の中で寝て目立っていた？ 
 
case17  36 歳男性 神経症   噴火で避難、不眠、適応困難、母との葛藤などで、心のケア・センタ  
                ーの心理相談を受け、当科もその後受診、投薬と心理士によるカウン 
                セリング並行して行っている。 
 
case18 64 歳男性 アルコール依存症  噴火で避難所にいて、飲酒で救急車で来院（H12．5．11）する。 
                   アルコールの酒盛りの避難所もあったようだがアルコール依存 




     ●私の活動は噴火に際しては病院での精神科医療のスムーズな流れを心がけ  
     たが、病棟が常に満床の状態で、受け入れの出来なかった例と、他院にお願  
     いした例などがあった。 
     ●当院の救護班、心のケア班へは参加予定があったが終了となった。 
     心のケアセンターへは参加のチャンスはあったが、マンパワーの不足で見送  
     った。 
     ●各部門と病院とののつながりは必要時のみのつながりでネットワークとは言 
      い難い面があった。 
     ●個人個人に対しては急速な対応が比較的可能だったように思われる。 
      移送・受診その他・・・警察・消防・救護班 
     ●活動しながらシステムや連携が出来ていくようなところがあった 
 
     ●日赤（体育館）避難所は当院満床の状況の時で役に立った。日赤の都合で市  
      に移管して、やがて閉鎖してしまったが、面白い試みと思った。 
     ●噴火、避難所生活というストレスで受診となるような不眠・精神疾患の発症  
     は少なく、既往のある人の再発悪化が多く、5 年 6 年と安定していた過去の 
     頻回入院の人の悪化がみられた。 
     ●人的被害が少なかったためか深刻な PTSD は少ないと思われた。 
【電話相談及び来談者へのサポート活動】   
  赤十字「心のケアセンター」の発足に伴って、電話相談を行うこととなり、新聞社を通じて避難住民
に向けて広報を行い、更に避難所にポスターを掲示して利用を呼びかけた。 
 電話来談相談は 2000年 4 月 3 日に開設し、8 月 11日まで継続し、実質開設日数は 88日であった。相談
受付けは、月曜日から金曜日までの平日午前 9 時から午前 11 時半の時間帯で、総相談窓口利用件数は延
21 件であった。 




                Special Care（伊達赤十宇病院における個別カウンセリング）に関する途中報告 
 
                                              心理士 水上志子 
 ********************************************************************** 
 有珠山噴火に伴い日本赤十宇社において平成 12年 4 月 3 目に「心のケアセンター」が開設されて、構想
として Mass care，Private care，Special care のピラミッド型の体制により心のケアが行われることに
なりました。そのうち、Special  Care として伊達赤十字病院心理相談室で行った電話相談・来所相談に
よる個別カウンセリングについて、開設後約３週間の内容について報告致します。 
 4 月 3 目以降、4 月 20 日までの個別カウンセリング利用回数は延べ 16 件（電話 10 件、来院 6 件、実質





















































                                       以上Ｈ12．4．20 
************************************************************************** 




   























○ ケース 2（地元の有力者の紹介） 















○ ケース 3（医療救護班からの紹介があったケース） 







































































































 Special Care 用 避難所ポスター      水上志子 作 
【Private Care - 心理学専門家及び専門団体との協同】 



















































































  少なくとも、事前に直接筆者がお会いしてお話をすることとする。 
２．はじめは赤十字関係者として奉仕団バッチをつけて頂く。 
３．専門団体が現地入りする際には筆者が必ず同行する。そして赤十字関係者、現地の行政及び保健    
  担当者と積極的にお引き合わせをして、各団体と現地とが直接連絡が取れるように支援する。 
  そして、専門団体が独自に現地にはいるようになってからは、事前に現地に行って、現地でその  






























































 1.心のケアセンター構想における Private Careに相当する活動として、救護班の活動は、前回同様   
  救護活動を通じて自覚的に遂行されていた。 
２．4月 14日(金)に実行された豚汁の炊き出しは、4月 16 日(日)には「うどん」が避難者に提供され、     
 今後「豚汁」→「うどん」→「シチュー」→「そば」というルーチンで実行されていく予定である 
 とのこと。この実行にあたっては先にも述べたように、自治会、町、赤十字(長万部奉仕団、防災ボ 




























































虻田町の保育士 6名が交代で毎日 9 時から 5時まで開いていて、そこに防災ボランティアの方が入って
いる。 















































りも、Special Care、Private Care、Mass Care、を行政を含めて各団体と協力連携の上で実現すること
が可能と考えられる。これは広く考えると赤十字が救護班を派遣している個々の避難所においても力点に
差はあるものの、同様の事情がある。 




に相当する方たちであり、長期的には伊達赤十字病院で Special Care を担うことになるものと考えられ
る。 
 Mass Care は奉仕団も防災ボランティアも長万部町や虻田町の自治組織や職員、専門家と連携する活
動として進められており、今後事態の推移と共に活動内容や重点項目が変化しそれに応じて活動すること
が求められる。Private Care は、救護班が基本的に担う機関となっている。長万部では Private Care 
が今後の赤十字「心のケアセンター」活動の課題といえる。これに当たるものとして、専門カウンセラー
の協力が求められる。 
 しかし、Private Care は Special Care を必要とする対象者の掘り起しではなく、Mass Care に
よって Private Care を要する人の軽減を図りつつ行なわれるものと考える。こうした力動的発想が、
「心のケアセンター」構想の基本であり、Mass Care があっての Private Care であり、Special Care
があっての Private Care となる。避難者への個人的介入は慎重を帰すべきものである。それゆえ、
Private Care を与る専門カウンセラーは Mass Care を行ないつつ、そこで発生する人間事象からの介


























 北海道臨床心理士会から 4 名(札幌在住) 
 室蘭心理療法研究会から 8 名 







 ちびっこ広場には、北海道臨床心理士会 4名、室蘭心理療法研究会 8名、道「心のケア」班 2名、道保健
婦 2名、長万部町職員 1名、虻田町保育士 1名、避難者 7名に、本日の講師 道都大学 小沢先生、前田であ
る。 



























































































































日時 ：５月１３日午後７時３０分− ８時１０分 
場所 ：ボランティアセンター 
実施者：前田心理士 












 2000年 6月 2 日に虻田町健康福祉センターにて、リラクセーション教室を実施した。 








 この 6 月 1日の視察時に虻田町保健婦と情報交換を行い、赤十字がこれまで避難所で行った活動を知っ
てもらうために保健婦に体験学習会を行って被災住民に宣伝してもらうことを提案した。このとき主に身
体に不自由がある避難住民の方達にも体験していただこうと保健婦側から提案があり、翌日の 6 月 2 日
（金）に「健康福祉センター」でリラクセーション教室を実施することとなった。 



















ここでの考察点は２点に絞りたい。一つは、赤十字「心のケアセンター」構想の Private Care 計画の今
回実施した内容からの検証である。またもう一つは Private Care の活動内容についてである。 
考察１ 


























































                             北海道災害心のケア会 
                             代表  鈴木幸恵 
 














①スポーツセンター ５１９名 ②福祉センター ３３６名 ③青少年会館 ２０５名   
④老人福祉センター １０７名 ⑤高砂振興会館  ６８名 ⑥神屋生活館  ４２名 
⑦南栄町老人いこいの家 ６７名     合計１３４４名 
３派遣者 
 １１名 (カウンセラー５名・補助６名) 
4 支援活動の実績 
①心のケア活動 
  避難所生活者１３４４名のうち，延べ人数１２０名に対して，カウンセリングの方法    












                      
★注意 長万部地区避難状況背景 
                                        













































































 血圧などの持病が悪化し、顔色も悪く体調もすぐれないが、病院へは行けないと考えて  
 いる。  
④若夫婦 (噴火に伴い、自宅アパートが消失ケース)    
 はしゃぎ回ったり、泣いたり、笑ったりを繰り返しており、一時的な興奮状態にある。 








































































































































































・救護側の対応がうまくいっているので、避難者も落ち着いている。                                 
     









































































































































































        






        北海道災害心のケア会 報告書 全文 を許可の上で掲載させて戴いた 









リラクセーション教室パンフレット    道都大学 小澤 康司先生 制作  
【Mass Care】 
 赤十字「心のケアセンター」構想の特徴は、この Mass Care という発想にあるのではないかと思われる。
さらにこの Mass Care は「苦痛の予防と軽減」という赤十字の医療救護の基本を反映した取り組みであ
る。すなわち、通常「心のケア」というと何らかの精神的あるいは心理的な障害が生じたときに、それに





 従来型の専門家による「心のケア」の治療的活動は Special Care として、そしてこれまで赤十字が医
療救護班の中で取り組んできた活動は Private Care として位置づけられ、赤十字の基本理念である「苦




 Mass Care は、赤十字各種ボランティア及び奉仕団、そして理学療法士、作業療法士、看護学校の学生
奉仕団や教員、そして協力ボランティア団体によって実施することが構想された。 
















理学療法士が Mass Care 部門を担うようになるに当たって行われた話し合いの一端が、伊達赤十字病院 










     場所  伊達リハビリスタツフルームにて 
    参加者  槙島 Dｒ、前田心理士、伊達日赤理学疲法スタッフ（3名） 
 内容（要点） 
   心のケア 「今回初めて日本赤十字社で心のケアを行っていくことになった。避難所を回って                
         みたところ、避難住民の中では、慣れない生活のためストレス症状が多くなって 
         きていると見受けられる。頭痛、腰痛、肩こりを訴える人も多い。PT の立場から 
         アプローチしてほしい。」 
     PT 「具体的には、どのような内容か。」 
    心のケア「現在避難住民は情報に飢え、情報を求めて避難所から離れることができないでいて、           
        じっとしていることが多い。身体を動かさないでいることは、それ自体ストレスを増 
        加させる原因となりうる。またそのことによって腰痛、肩こり等の身体症状が発生し、 
        その症状がさらにストレスを増強させていると考えられる。専門的な立場から、身体 
        を動かさないでいることのデメリット、身体を動かすことのメリットを訴え、避難住     
        民が心のケアの他の活動（たとえぱ、レクリエーション等）に参加できるきっかけを        
        作ってほしい。」 
     PT 「どのような範囲で心のケアを行っていくのか。」 
    心のケァ「今回の日本赤十字社の心のケアは、長万部町スポーツセンターと伊達市カルチャーセ 
        ンターの 2 カ所に絞り活動していく予定である。その後経過を見て活勤範囲を広げて 
        いく可能性もあり、救護班に PTを配置する用意があるので、それらの PT に活動内容 
        を連絡することも行ってほしい。」 
     PT  「マスケア中心であれば、講演形式が考えられるが、避難生活は長期化する可能性が 
        あり、定期的な講演は、講演内容等ネタ切れになることが予想され困難と思われる。PT 
        の立場からは、カルチヤーセンターは、伊達赤十字病院から近く、通院も可能である 
        ため、交通規制によって通院困難となった地域、壮瞥町、豊浦町、長万部町等こそプ 
        ライベート的な訓練指導が必要と思われるが。」 
   心のケア 「心のケアとしては、まずはブライベートケアよりもマスケア中心に活動する方針で  
        あり、今週中に 1 回目の健康教室的なものを行ってほしい。」 
 







  行うこととなったこと。 
○ 伊達市内の避難住民で治療が必要な人、介護を必要とする人は、病院に入院したり介護施設へ入 
  所、または伊連市保健センターへ避難していて、保健婦及び洞爺協会病院の PT がボランティアで   
  フオローしていることから避難所からの PTの要請は特にないことが判明したこと。 
○ 伊達市内での避難地域はごく限られた地域であり、街の機能はほとんど保たれていて、治療が必  
  要と思われる人は、ごく簡単に病院にかかることが可能であること。 
○ 「心のケア」に参加している部署は、日赤救護班、日赤奉仕団、精神科医師、臨床心理、レクリ 
  エーション協会、伊達日赤看護学校、精神科作業療法、理学療法、ボランティア等であること。 
 
（ＰＴの活動内容の基本方針） 
 ○ 身体を動かす機会を提供し、ストレスを解消することは、レクリエーションに任せることとする。 
○ 痛みそのものに対してのマッサージ等の受勤的な治療に対しては、その方面のボランティア等が 
  参加しているためそれらに任せることとする。 
○ 避難住民が、受動的でなく能動的に行える体操等を紹介、実演し、出来るだけ参加してもらえる 





 ○ 1時間程度の「健康教室」という形で、週 1回の頻度で開催していくこと。 
 ○ 講演内容は、1ケ月に 1つとして月ごとに内容を変えていくこと。 
○ 第 1回目の内容は、避難住民の中で、腰痛、肩こり、背痛の訴えが多いということから、その原 
  因として、慣れない布団や環境でリラックスした状態で睡眠がとれないこと、居住空間が狭く身 
  体を動かすことが困難であり、じっと座っていることが多いこと等が考えられ、リラックスして 
  寝る方法（クッション、毛布の利用）、腰痛、肩こりに対するストレッチ及ぴ運勤（場所をとらな 
  いもの）とした。 
  一詳細別資料一 
  このような分析と基本方針をもって活動が開始された。 
【活動経過：第一回】 
 
 日時  4／6 16：00〜17：00 
 
 場所  カルチヤーセンター第 1 集会室 
 
 人員  水上 滝田 太田  
  
 参加者  5名 











 日時 4／11  16：00〜17：00 
 
 場所 カルチヤーセンター 第 1 集会室 
 
 人員 水上 滝田 太田  
     協力 原（OT） 
        学生奉仕団 
 参加者 11名 
 
・ 学生奉仕団等の協力もあり参加者が前回よりも増加した。参加者には好評であった。ただ、場所が  











 4／13 伊達市の避難地域が避難解除となる。 
     避難所の様子が落ち着くまで「心のケア」の活勤は一時休止となる。 
4／17 伊達市内の避難住民は、ほぼ虻田町の避難住民となり、その内訳は、伊達市、室蘭市に職場 
    がある人とその家族が多数を占める。 




   日時 4／25 16：00〜17：00 
   場所 カルチヤーセンターホワイエ 
   人員 水上 太田  
       協力 原（OT） 











   日時 5／2 16：00〜17：00 
   場所 カルチヤーセンターホワイエ 
   人員 水上 
   協力 前田（心理士） 中根（医療センター救護班 PT） 











 この間、以下の救護班に PT が入り活動した。 
   4／14〜4／17 石巻日赤救護班（長万部地区） 
   5／2〜5／5  日赤医療センター救護班（伊達地区） 



























 ○ 避難住民に、目常的に接する保健婦等が、体操紹介等に適していると思われたこと。 
以上の疑問点をふまえ自分なりに、今後の「心のケア」に対しての PT の関わり方について、次のよう
にまとめてみた。 


































    避難住民全般 
    個人的なケアより全体的なケアが目的 
  内容 
    避難所では、行動範囲が狭くじっとしていることが多く、ストレスがたまる避難所生活によっ 
    て、腰痛、肩こり、背痛等の訴えが多くストレッチ体換の指導をしてほしい。 
        ストレスの一因として上記の痛み、動くことができないことなどが考えられるため、この方面 
   のフオローをしてほしい 
 PTとしての関わり方 
         伊達市内の避難住民で治療が必要な人、介護を必要とする人は、病院に入院したり介護施設 
   へ入所、または伊達市保健センターへ避難していて、保健婦及ぴ洞爺協会病院の PTがボランテ 
   イアでフオローしていることから避難所からの PT の要請は特に現時点ではない状態である。ま 
   た、伊達市内での避難地域はごく限られた地域であり、街の機能はほとんど保たれていて、治療 
   が必要と思われる人は、ごく簡単に病院にかかることが可能である。 
    「心のケア」に参加している部署は、日赤救護班、日赤奉仕団、精神科医師、臨床心理、レク 
   リエーション協会、伊達日赤看護学校、精神科作業療法、理学療法、ボランティア等であり、 
   その中で PT の役割として確認されたことは、以下のことである。 
 
 ○ 身体を動かす機会を提供し、ストレスを解消することは、レクリエーションに任せることとする。 
○ 痛みそのものに対してのマッサージ等の受動的な治療に対しては、その方面のボランティア等が 
  参加しているため、それらに任せることとする。 
○ 避難住民が、受勤的でなく能勤的に行える体操等を紹介、実演し、出来るだけ参加してもらえる 
  形のものとする。 
 
活動内容 
   前記のことをふまえ、また、当初避難生活が長期化すると考えられたことから、1時間程度の「健 
  康教室」という形で、週 1回の頻度で開催していくこととした。また、講演内容は、1ケ月に 1 つ 
  として月ごとに内容を変えていくこととした。伊達赤十字病院の「心のケア班」の対象は、当初は、 
  伊逮市カルチヤーセンター、長万部スポーツセンターの 2 ケ所の予定であったが、交通規制のため、 
  長万部へは行くことができず、現在は伊達市カルチャーセンターのみで開催する事となった。     
   第 1回目の内容は、避難住民の中で、腰痛、肩こり、背痛の訴えが多いということから、その原 
  因として、慣れない布団や環境でリラックスした状態で睡眠がとれないこと、居住空間が狭く身体 
  を動かすことが困難であり、じっと座っていることが多いこと等が考えられ、リラックスして寝る 
  方法（クッション、毛布の利用）、腰痛、肩こりに対するストレッチ及び運動（場所をとらないもの）  
  とした。 
 


























                         日本赤十字社救護班宮城県支部 
                         石巻赤十宰病院理学療法士 谷 崇史 
 











実際に行つたのは、巡回診療にて 3 名、他ボランティアへの参加にて 2 名で、集団体操を行うまでには

































                           日本赤十字社救護班宮城県支部 




  →役員会議にて却下される 
   体操指導自体は催すことは出来るが、集まるのか？場所は？物は？等準備不足を指摘される。 
  （長万部との状況は異なるが、伊達赤十字病院が伊達市内で健康教室という形で 4/11までに２回  



















→７年前脳梗塞（左片麻痺）の既往あり。現在、左上・下肢・手指いずれも Br-stage Ⅳレベル、  
     表在感覚軽度鈍麻、左下肢にしびれあるも、ADL は自立している。又、立ち上がり動作時の 
     左下肢のしびれ強く訴えている。 
①腰痛体操指導 ②安静時肢位、立ち上がり動作時の注意点指導 ③左膝装具の使用方法指導を  
実施。 
 
   ３．左下腿骨骨折の方 
    →地元の病院にリハビリに行っており、左下肢１／３PWB 開始（3/27）後、2 日目で避難所へ。 
     現在、歩行時の痛み訴えるも、独歩している。手術はプレート固定であると思われ、医師の    
     診察にて加重量は問題ないであろうとのこと。左足関節の可動域も良好で、左下肢筋力も４ 
     レベル以上と良好であった。左下腿に edema＋。 
   ①睡眠時の下肢挙上、パンピング-ex指導 ②疼痛時・長距離の移動時では杖・松葉杖の使用を 












   




＊ 配布した肩こり体操・腰痛体操の資料消費状況  
スポーツセンター：肩こり体操-12部     福祉センター：肩こり体操-10部 
                  腰痛体操  -19部                        腰痛体操  -5部 
 
平成 12年４月 17日（月） 
 
・ 巡回診療先（老人憩いの家）にて集団指導（肩の運動・腰痛体操）・マッサージ実施 
→集団指導参加者 17 名 












































   対象 
    避難住民全般 
    個人的なケアより全体的なケアが目的 
   内容 
    避難所では、行動亀囲が狭くじっとしていることが多く、ストレスがたまる 
    避難所生活によって、腰痛、肩こり、背痛等の訴えが多くストレッチ体繰の指導をして 
    ほしいストレスの一因として上記の痛み、動くことができないことなどが考えられるた 
    め、この方面のフォローをしてほしい 
 PTとしての関わり方 
 
  「心のケア」に参加している部署は、日赤救護班、日赤奉仕団、精神科医師、臨床 
  心理、レクリエーション協会、伊達日赤看護学枚、精神科作業療法、理学療法、ボ 
  ランティア等であり、その中で PT の役割として確認されたことは、以下のことで 
  ある。 
   ○身体を動かす機会を提供し、ストレスを解消することは、レクリエーションに 
    任せることとする。        、 
   ○痛みそのものに対してのマッサージ等の受動的な治療に対しては、その方面の 
    ボランティア等が参加しているためそれらに任せることとする。 
   ○避難住民が、受動的でなく能動的に行える件繰等を紹介、実演し、出来るだけ 





 また、講演内容は、1ケ月に 1つとして月ごとに内容を変えていくこととした。 
 伊達赤十字病院の「心のケア班の対象は、当初は、伊達市カルチャーセンター、長万部スポー 
ツセンターの 2 ケ所の予定であったが、交通規制のため、長万部へは行くことができず、現在は 
伊達市カルチャーセンターのみで開催する事となった。 






 平成 12年 4／27 現在、4／6、4／11、4／25 の計 3回実施していて、初回は参加者 4名、2 
回目は参加者 11名、3 回目は参加者 8名でした。3回とも参加者には好評だったと思われます。 
また、4／14 から 4／17の期間には石巻日赤の PTが救護班に入り、長万部町に入り活動しまし 
た。 
















PT は、上述した形で参加し、その結果、健康教室の要請があればその都度、伊達赤十字病院の PT 
がそれに応えていくという形にした方がよりいいのではないかと考えています。 
 
 以上、「心のケア」に PTが参加していくことになった経緯、活動内容及び現状について述べさ 








             平成 12年 4月 28日 





                               平成 12年 5 月 11日 
    救護班活動報告 
                         日本赤十字社医療センター救護班 
                         日本赤十字社医療センター理学療法士中根 敬 
************************************************************************* 





















































1. 日時 ５／９ カルチャーセンターにて健康教室開催予定であったがリラクゼーション 
         教室と重なるため中止 
     5／16  日時  16：30〜17：30 
              場所  伊達市保健センター 
                  対象  保健婦 
              人員  水上 滝田 太田 吉田 
            参加者   保健婦 7名 
              協力  前田 
 
         5／16   日時  19：00〜21：00 
             場所  伊達赤十字病院理学療法室 
               対象  室蘭心理療法研究会会員 
                   人員  水上 
               協力  前田 
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   座っている時間が長く、背中を丸めてることが多いこと。慣れない布団でリラックスできない 
   姿勢で、寝ざる得ないことなどが考えられる。例えば、あぐらをかいて背中を丸めて下を向い 
   ている格好を長くとっていると背中、特に後頭部から肩甲骨の内側にかけて、いわゆるこりや 
   痛みを生じ易い格好となり、また背中を丸めた格好で首を支えることは、肩こりや頚痛を生じ 
   やすい格好となる。また、同一姿勢をとり続けることは、腰痛症の発生の最大の原因とも言わ 
   れている。その上、普段は、疲れをとるべき時間であるはずの睡眠時に、硬い床、慣れない布 
   団や枕で緊張したまま寝ていることは、ますます腰痛や背痛、頚痛が悪化していくという悪循 
   環に陥ることとなる。これらを改善させるには、なるべくじっとしていないで動くこと、また、 
   睡眠は、リラックスできる状態を保つことなどが必要となる。そこで、この場では、睡眠の際 
   リラックスできる肢位、頚痛、腰痛、背痛が生じた際、それを改善するための体操について説 
   明する。ただ本来は、天気のいいときなどにはなるべく外に出て、ウォーキングやレクリエー 
   ションなどに参加して体を動かすことが大事なことであるのは言うまでもない。 
     睡眠中リラックスするためには、図のように、クッションや丸めた毛布を利用してそれに寄 
    りかかるような格好をとることによって体全体の力を抜いて寝ることができる。またそれらの 
    姿勢をとることによって床に接する体の場所も変わり痛みも少なくてすむ。また、睡眠中から 
    だが痛くて目が覚める場合には、あらかじめ寝る前に痛くなりそうなところに湿布を貼ってお 
    くのも効果がある。 
     次に、運勤について説明する。まず最初に運動をする際の注意点について述べる。大事なこ 
    とは、どの運動も痛みを生じない範囲で行うことである。特に、何もしていないときにでも、 
    ズキズキと痛んでいるような時には、炎症を起こしていることが多いので、医師に診てもらう 
    べきで、運動はかえって痛みを増す原因となりうる。運動の対象となるのは、体のどこかが、 
    こっていると感じる場合、痛みは感じるものの、その程度は小さいと感じる場合、またどの場 
   所もとくに痛くはないが、予防的に行う場合などである。どの体操も、体操を行った際、強い痛 
   みを感じる場合にはその運勤は中止するか、痛くない範囲内でその運動を行うべきである。決し 













平成 12年 4 月 3日〜4月 28 日 
総合病院伊達赤十字病院 

















































4 月 10日 























   １回目の活動とこれまでのミーティングを踏まえ、作業療法士の活動を検討する。 
   災害救援において避難者が何を求め、必要としているか限られた情報の中から探り、作業療法   
  士として出来ることを考え、創造していくことが難しさでもあり、やりがいでもあると感じる。ただ、 
  作業療法士の存在自体がまだ一般に知られていないので、作業療法士の持つ技術を避難者が受けとめ 









      ことが必要。 
 （作業療法士の活動内容・経過） 
４月２５日：理学療法士の健康教室援助。 
      避難所掲示板に、翌日の活動ポスターを掲示、作成したプリント、避難所周辺地図（添付資     
      料２）を掲示してくる。 
 
４月２６日：作業療法士の活動実施日（2回目） 
   内容：避難者がストレス解消でき、楽しめる時間が持てるよう計画。大人だけでなく、子どもへの     
      関わりも必要と感じ、計画する。活動１時間のうち前半３０分を大人を対象にラジオ体操、 
      みんなの体操、音楽に合わせた踊りを実施。後半３０分を子どもを対象にアニメ番組の歌を 
      歌う場として、実施。 
   結果：大人は１５名ほどが参加。避難者は避難所生活にゆとりが出てきた様子で積極的な参加が見ら 
      れた。避難者自身が運動不足を解消したいというニードを持っている様子が窺えた。馴染みあ 
      るラジオ体操ということでスムーズに実施でき、笑顔が見られた。 
     参加者のうち、普段、ダンスの趣味を持っている避難者が活動後、作業療法士の持参した曲に 
     合わせ、生き生きと踊る姿が見られた。こういった避難者自身の健康な姿を活動のきっかけに 
     引き出せたことは良かった。 
     きっかけがあれば、避難者は健康な面を発揮できることを知ったが、同時に避難所において、 
     避難者自身が自ら楽しむ時間を持ちづらい（場所、物品の問題、避難所という集団生活からも） 
     と思われ、心のケアセンターのような外部のものの活動により設定された時間が有効であると 
     感じた。 
      子供は１２名が参加。流れているアニメの番組の曲に集まってきて、歌を歌ったり、リクエス 
     トをしたりと楽しそうにしていた。それまでは不機嫌だった子どもも歌を聞いて、嬉しそうにニ 








































平成 12年 5 月 l日〜6月 9日 
総合病院伊達赤十字病院 
作業療法士 原 真紀子 
************************************************************ 
5 月 l 日〜6 月 9日までの有珠山噴火に伴う「心のケアセンター」における作業療法士の活動経過を報告い
たします。対象は伊達カルチャーセンターに避難している虻田町の方です。時間を追って、「心のケアセン
ター」全体の動きと作業療法士の活動内容・経過、考え、感想について報告します。 








【6週目：5 月 8自（月）〜12日（金）】 
（全体の動き） 
５月８日：朝の全体ミーティング実施。心理士 前田先生より連休中の活動について経過報告。７日、 
     臨床心理士十数名が、長万部町で実施したリラクゼーション教室が好評であった。その専門 
     家である道都大学・小沢先生が９日伊達に訪れる際、心のケアスタッフ、看護学生を対象に 
     リラクゼーション教室を実施してくれることになる。 
      レク協会活動実施するも、仮設住宅の申し込み、救援物資配布と重なり、参加者ないも、気    
      遣いを見せる避難者がいたとのこと。 
      ９日より仮設住宅への移転開始になるとの情報あり。 

















     動で前半３０分は大人対象にラジオ体操、みんなの体操、音楽に合わせた踊り。後半３０分は    
     子供対象にアニメ番組の歌を歌ったり、聞いて楽しむ場とする。 
     事前にポスター掲示することで呼び掛ける。 
 
5 月 10日：16：00〜17：00 活動実施（3回目） 
避難所状況：この日から仮設住宅への移動が開始されたこともあり、避難所に残っている人は少なかった 
      ようだ。 
実施内容：１時間の活動で前半３０分は大人対象にラジオ体操、みんなの体操、音楽に合わせた踊り。     
     後半３０分は子供対象にアニメ番組の歌を歌ったり、聞いて楽しむ場とする。 
 実施結果：前半 30分の活動 
      大人 3名、福祉ボランティア３名、子供７〜８名が参加。大人は体操を行ない、身体を動か    
      したい様子ある。子供は先に避難所に来ていた看護学生などと共に参加し、楽しむ子供、「体 
      操なんかつまんない」と邪魔する子と様々であった。 
 
     後半 30 分の活動 
     子供８名程度（4 才くらい〜小学校低学年、中学生の子供） 
     前半の活動後看護学生が帰ったこともあり、子供達も散っていくが、アニメの音楽をかけてい  
     ると少しづつ集まってくる。「家が温泉の近くで帰れない」と話す小学校 4年生の女の子、前   
     回活動時は楽しんで歌を歌った男の子も「こんなの古い」と話す。４歳くらいの女の子はラジ 
     カセを悪戯したり、作業療法士に抱きつくなどの行為あり。落ち着いて、音楽を楽しむ雰囲気 
     なく、子供同士でお互いの好みを尊重しあう余裕が見られなかった。 
      子供たちの状態変化により次回の活動内容を再検討する必要性感じる． 
【7週目：5 月 15日（月）〜19日（金）】 
（全体の動き） 
5 月 15日：避難所状況の変化により、心のケアセンターの活動への避難者の参加が減ってくる。避難者 
     のニーズの分析が必要である。活動をすることよりも町職員らにニーズを情報収集するとい 
     うスタンスで活動継続すると良いのでは。 
   16 日：理学療法士・水上先生は保健婦、室蘭心理研究会にストレッチ体操等を伝授。 
   17 日：避難者のニーズが多様化し、マスケアとプライベートケアの両方が必要になってきている。 
      18 日：避難所内で適応できず、ストレスの増す人が見られるようになってくる。  
  19日：今後は専門スタッフは救護班の活動とタイアップし、雰囲気をつかむこと、レク協会はイベ 
     ント実施、看護学校は従来どおりで活動しては。 
（作業療法士の活動内容・経過） 
 活動計画：大人対象の活動は前回同様。 
      子供対象の活動について検討し、ルールの中で皆が楽しめ、それぞれに達成感持てるゲーム  
      を企画。 
      1時間の活動で前半 30分を大人対象にラジオ体操、みんなの体操。後半３０分を子供対象に 
      輪投げゲームを行なうこととする。前日よりポスター掲示にて避難者に参加の呼び掛け。 
 5月 17 日：16：00〜17；00 活動実施。（4回目） 
避難所状況：天気良く、自ら散歩に出る人の姿あり。 
 
 実施内容：1時間の活動で前半 30分を大人対象にラジオ体操、みんなの体操。 
      後半３０分を子供対象に輪投げゲーム。 
 
実施結果：前半 30 分の活動：ラジオ体操第 1、第 2を実施。 
     虻田町保育士２名、就学前の子供３名、はまなす隊１名が参加。 
     虻田町保育士等は避難所での保育活動を終えたのち、子供達も誘って、この活動に協力して 





    後半３０分の活動：輪投げゲームを実施 
     前半と同じく、就学前の子供３名が参加。１０分ほどは楽しむがルールに従って遊ぶことは難 
    しく、作業療法士の言うことを聞こうとせず、自分勝手な行動を見せる。子供同士で事前に喧嘩 
    をしていたらしく、仲良く遊べず、途中で一人の子供を残し、２名は他の場所に行ってしまい中 
    断する。近くで様子を見ていた福祉ボランティアが残った子供に事情を聞き、仲直りを説得。作 
    業療法士もともに関わった。 
   
 子供を対象にした活動を一人で実施することはとても大変であった。 
 
【8週目：5 月 22日（月）〜26日（金）】 
（全体の動き） 
  ５月２２日：気象庁の見解が発表される。有珠山の活動は終息の見通し。再噴火の際には前兆現象が 
       ある。火口付近の住民は避難継続が必要。 
 
       これを受け、「心のケアセンター」の活動も方向性を再検討。 
 
    ２３日：心理士前田先生が救護班と共に避難所へ。避難者の人数は減っているが、自宅へ戻れる   
        人、戻れない人の明暗が明確になってきた。避難所生活に馴染めず、カウンセリングに 
        くる人、不調を訴え、夜間救急外来を受診する人もおり、病院が対応することが増えて 
        きた。 
 
 虻田町に避難の一時解除が発表され、避難指示地域の 4分の 1（1、876人）が自宅に戻れることになる。 
 
    ２４日：病院内で「心のケアセンター」の活動報告、周知を広めていくことも必要。 
 
    ２５日：今後の活動は避難者の生活スタイルの多様化（自宅、避難所、親戚宅から避難所、仮設 
        など）に応じたケアが必要になる。 
 












     人が自宅に戻れることになった。 
      ６月４日までに避難所の統廃合が進みそうである。それに伴い、救護班の活動も縮小するが   
      幅は広がる。ケアの必要な人と必要ない人が明確になってくる。 
 
５月３１日：明日６月１日より救護班は伊達、虻田、洞爺と巡回することになる。「心のケアセンター」 
     の活動も幅を広げる必要があり、心理士・前田先生が虻田、洞爺の避難所状況を視察し、避 
     難者のニーズ、活動が可能か分析進める。６月４日より、北海道の心のケア班として、北海 
     道心理士会、北海道作業療法士会が避難所を巡回予定。これまでの当院の活動、避難所状況 






  「心のケアセンター」の活動拡大に向け、実施の可能性を検討。 
  北海道の心のケア班との連携・情報交換を予定。 
 
６月２日：虻田町保健福祉センターで心理士・前田先生が実施の「リラクゼーション教室」の援助を行 
     なう。 
 














  ・６月１８日までに避難所統廃合される予定。 
  ・レク協会が洞爺村福祉センターに活動に赴くも参加者おらず、活動できず。 



















































































































































                         伊達レクリエーション協会」 
                         顧問 永谷 基 
 
4 月 3 日、「心のケアセンター」開設に伴い、当協会に協力依頼の要請をうける。今日まで、各種イベ 
     ントの開催、またレクリエーション、リ一ダー養成事業への協力等の活動をして参りまし 
     たが、この度の地震、噴火、避難と、今まで体験のない方々でありましょう、このような 
     状況の避難者を対象にしたレクリエーションは初めてであり、一抹の不安を感じながらも、 
     節角の要請ですのでお受けし、4日の打ち合わせで内容の確認を致しました。 
 
4 月 4 日 日赤病院にて、打ち合わせ。「心のケア」のねらいを確認する。カルチャーセンターにて、 
     避難者との打ち合わせに同席する。当レク協会役員会を開催し、要請の趣旨説明し、全面 
     協力とし、明（後）日より実技活動に入ることを確認し、レクリエーション活動の柱であ    
     る対象者と、「こころと心の」ふれあいを大切にするプログラムの作成にとりかかる。 
      
























   
 4月 5日 
     16：30〜17：30。 
       館内放送にて呼び掛ける＝何人の参加があるのか一瞬不安がよぎる、10人が 15人 
       そして 20人、それに看護学校の生徒さんの応援、まず、ストレッチ体操から、（童 
       謡を口ずさみながら肩たたき等）こころも身体も少しはぐれた頃合で、ゲームの導 
       入（どじょうつかみ、ジャンケンによる肩叩き、ちょつぴり勝敗を入れて等）笑い 
       声、そして動きが大きくなる。不安が安堵へ。 
 
4 月 6 日 14：00〜15：00。 
     参加者 5人、看護学校の生徒さんの応援、（10名） 
     参加者が一人でもよし、5人も参加してくれる、参加者に感謝して。レクリエーションダン 
     ス、で楽しんで貰いましょう。 
      曲目＝童謡のサザエさん、青い山脈、21世紀音頭。 
 
     通称レクダンス初めての方でしたが、馴染みの曲だけに楽しく踊っている。 
     入浴の時間（バスの送迎）と日中の買い物か、実施時間に反省の余地あり。 
 
  2 ミーティグを開く、 
     「心のケア」のねらいに応えているか、そして参加者の反応はどうか、今後も一人でもいい 
     喜んでくれる方がいるのなら、それが自分たちの喜びとして続けていくことを確認する。 
 
     プログラムは、レクリエーションダンスを主体のとして、時にはストレッチを取り入れる。 
 
    曲目＝青い山脈、21 世紀音頭、北国の春、同級会音頭、お久し振りね、 
       童謡（サザエさん）、チャチャチャ等の組み合わせる、 
 
        これらの曲目を使いストレッチ運動にする、 
 
4 月 7 日 16：30〜17：30。 
  



























 4 月 10日 16：30〜17：30。 
    参加者約 20名 
 
4 月 13日、4月 17 日は一時帰宅と帰宅が認められた地区があり中止。 
 
4 月 20日 カルチャーセンターの避難者が帰宅が認められた事により、分散していた虻田町 
     の避難者に変わる。 
     参加者約 20名 参加者の顔ぶれが変わる＝もっと PR をしよう、と早速ポスター 
     の作成。館内に掲示する。 
 
4 月 24日 16：30〜17：30。 参加者約 20名 
     （夕食時間の関係で 17：10 頃で終わる） 
 
      次回 27日より 16：00〜17：00 に変更。 
 
4 月 27日 参加者約 30名 
  
     以上が 4月中活動のまとめとして報告致します。 
 
   追、噴火避難者だから、ゲームをしたりダンスを踊ったりの場が作られた。そして参加された方々 
   が大変喜んでくれる。災事に関係なく日常生活の中にこのような機会が求められていること、 
   新めて勉強させて頂きありがとう御座いました。 
 













避難所の住民の入れ替えがあった初日の 4 月 20 日にはレクリエーションしますと案内しても避難住民
の方々が何のことか理解できない様子も見られたので、ポスターを作成してＰＲをしていくことがその日
のミーティングで申し合わされた。 












  4 月 27 日、終了後、協会員と協議し、5 月よりの活動に当レク協会員にも声かけ、班編成し 5〜6 名
協力を要請することを決める。 
 
5 月 8 日 16：00〜17：00  参加者なし 
   
     本日より協会員 10 名、館内放送にて呼び掛け行なう、本日仮設住宅の説明会、救援   
     物資の配布と重なり参加者なしであったが、避難者の 1人より「今日、参加できず 
     すいません」と来てくれる。 
     今までにない行動も見られ、今後も行なっていく必要があると実感、初めて参加の 
     協会員も納得して帰宅。 
 
 
5 月 11日 16：00〜17：00 
    参加者 大人 6名 子供 7 名 神奈川県警「はまなす隊」8名 
      
     本日、「はまなす隊」隊員に協力要請、快く参加協力、避難者も、笑顔でレクダンス 
     を行なっている。はまなす隊員も毎日の、緊張から、一時開放され、心のリフレッ 
     シュに成ったと思われる。 
   
     初めての協会員も避難者の笑顔に、これからのケアに励みとなった． 
 
 5月 15 日 16：00〜17：00  参加者なし 
 
     館内放送、音楽に合わせて、協会員、ダンスを行なうも、参加者無く、時々、避難 
     者が通っていくも参加者なし、少し気落ちする。避難者の中に安定感が出てきたの 
     ではないか、とも考えられる。 
 
 5月 18 日 16：00〜17：00  参加者 5名 「はまなす隊」5 名 見学者数名あり 
 
     本日も、「はまなす隊」の参加あり、盛り上がる、避難者も以前にもまして笑顔、動 
     きも活発になっている。 
 
 5月 22 日 16：00〜17：00  参加者 3名 見学者数名 
 
      参加者少ないが、笑顔が絶えない、日中働きに出ている人、避難解除により、帰    
      宅者が増え、避難者が日中いなくなっている。これからは避難者が減ることが予 
      想される． 
 
 5月 25 日 16：00〜・17：00  参加者 子供 3名 見学者数名 
 
      子供の参加あるが、大人の参加なし、見学者に、声掛けるも参加なし、子供の動 
      きに笑顔で見ている。 
 
      ケアセンターのミーティング、避難所は日中、働きに出ている人がほとんどで、  
      避難所に人が居ない状態などが確認される、また、避難所の縮小等、徐々に始ま 
      っていることが話される。 
 
      次回からのレク協会の活動も中止とし、5 月 31日のミーティングで再度検討する 
      ことが確認される。 
 
 5月 31 日 ケアセンター、ミーティング 
  
      今後の活動について話し合う、赤十字救護班の避難所巡回が他町村に拡大、これ    
      にともないレク協会も、伊達市内の活動を終了し、洞爺付農業研修センターで週 
      1回、15：00〜行なう事、決定する．                     
            
 プログラム 
      曲目  青い山脈、21 世紀音頭、同級会音頭、 
          TVでお馴染みサザエさん、チャチャチャ 
 ４月に行ったレクリエーション活動に対する避難住民の反応が良かったことから、5 月にレク協会は、




































5 月 31 日に筆者は救護班と共に 6 月から医療救護活動を開始することになる洞爺村の避難所に赴き、そ
れぞれの避難所でこれまでカルチャーセンターで行ってきた赤十字「心のケアセンター」の活動を行う可
能性を検討するための視察を行った。 













ベントは 6 月 27 日（火）午前 8:30− 午後 1:00 に行う予定とすることが決められた。 
但し、農業センターで活動をする場合、交通手段と業務時間内での活動が認められるかを病院側に確認
することとなった。 
6 月 4 日は日曜日であったが、形本看護士が農業センターを視察し、病院から往復 67Km の距離である
ことや施設内の様子を把握した。そこでは虻田町職員の方に内容の説明を行い実施することの了解を貰っ
たが、避難住民の数が少ないので参加者がいるか懸念していたと言う。 
病院からは救援車を借用し、形本看護士の午後の半日休みを利用して 6 月７日に実施することとなった。 






6 月 14 日にもレクリエーション活動を予定していたが、中止となった。 
 
【伊達赤十字病院杯パークゴルフ大会の開催】 








6 月 27 日は伊達農業センターパークゴルフ場にて開催された。当日はあいにくの雨天であったが、小雨




































































































噴火があった 3 月 31 日は丁度年度の変わり目にあり、赤十字「心のケアセンター」にはまだ１
年生の入学はなく、２年生、３年生のみでスタートさせた。入学式を控えて通常でも多忙な時期


































































































































































































































  浦河赤十字看護専門学校奉仕団− 遊び用具の寄贈 
  赤十字本社看護課長− 激励の電話 
  諏訪赤十字看護専門学校− 遊び用具 
  盛岡赤十字看護専門学校− 学用品・メッセージ 
  石巻赤十字看護専門学校− メッセージ 
  赤十字本社看護部− 遊び用具・励ましの言葉 
  前橋赤十字看護専門学校− 学用品・ぬいぐるみ 
  山田赤十字看護専門学校− 遊び用具・メッセージ 








































は、学生の活動は Mass Care というよりも Private Care に相当する活動ではないかとの指摘を
ある時になさっている。学生や教員は集団としてみれば、Mass が Mass に行った活動というこ
とが出来るが、そこで行われている活動は集団による個人的な関わりであり、決して集団へのア
プローチではないということが言える。一方、みんなで赤十字「心のケアセンター」のプログラ
ムに協力をして、避難住民に対して一種の働きかけを行ったという点では、Mass の Mass への
働きかけも行ったということが出来る。 
















【Mass Care の総括】 
  赤十字「心のケアセンター」の開設とほぼ同時に伊達赤十字病院職員や関係者によって実
施された Mass Care は、伊達市カルチャーセンターで行われた。赤十字「心のケアセンター」構
想には、赤十字防災ボランティアや赤十字奉仕団、医療救護班も Mass Care として位置づけら




伊達赤十字病院職員はさらに Mass Care としてイベントも行っているが、これは避難所での活






相応しい Mass Care プログラムの推定を行う。 
 








実 施 者 延 べ 数対 象 者 数実 施 者 延 べ 数対 象 者 数実 施 者 延 べ 数対 象 者 数実 施 者 延 べ 数対 象 者 数
P T 8 2 0 7 1 6 － － － －
O T 7 2 7 3 37 1 1 0 － －
レ ク 協 会 36 1 3 5 6 0 3 7 32 83 － －
看 護 学 校 3 1 3 6 6 5 1 3 7 1 2 5 2 1 2 0 1 2 0 0注１
合 計 364 847 2 0 7 2 1 5 5 4 1 1 3 1 2 0 0
表 の 数 値 は 記 録 を 参 照 に し て い
た 各 担 当 者 が 独 自 に プ ロ グ ラ ム
た 場 合 の み を 延 べ 数 に 換 算 し て
へ の 協 力 は 実 施 者 と し て い な い
注 １
ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト
サ ー ト の 観 客 数 を 対
示 し た 。 数 字 は 概 数
４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月
 このグラフはイベント活動も含めた Mass Care 活動全体の対象者数の時間的変動を示すもの
である。このグラフからイベント参加者を除いたのが以下のグラフである。             



























４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月
月

































４．O T は活動を展開すると、一定の参加者が得られる。  
  こうした傾向はそれぞれの活動特性と時期分類とどのような対応があるのか、問うべき課題
４ 月 ５ 月 ６ 月
P T 2 . 5 2 .3
O T 3 1 2 .3 1 0
レ ク 協 会 3 .8 0 .6 0 . 1
看 護 学 校 2 . 1 0 .9 1






























はMass Care というよりもPrivate Care に近いということを活動することを通じて明らかにした。 
一方、安定期にはイベント活動に一定のニーズがあるものと思われる。これにはレク協会の活
動やそれぞれの特技などが適合するだろう。 






























































うところの Private Care と Mass Care に重点を置いて活動しようとしており、 道「心のケア」



























に現地入りした神戸 YMCA の大江代表らとの交流の機会を２度持つことが出来た。 
YMCA は世界１２２カ国が加盟し、日本では３１都市に支部を持つ国際民間社会教育福祉団
体として知られている。阪神淡路大震災では、家屋などの他に人的被害も甚大であり、その中で、


































































































  ３．年齢が高い（６０歳以上）方がストレス度項目へのチェックが多い 














































































































































                  関係者及び協力者、協力団体一覧】 
赤十字関係者（敬称略・順不同） 
・Special Care 部門 
  精神神経科 早川 透 
心理相談室 前田 潤（現室蘭工業大学）  水上 志子 
・Mass Care 部門 
理学療法 
 伊達赤十字病院 
           水上 要  太田 昌信  滝田めぐみ  吉田 綾佳 
 石巻赤十字病院 
      谷 崇史 
 医療センター 
      中根 敬  
 
 作業療法  原 真紀子 
 
 伊達レクリエーション協会 
       形本 泰雄 永谷 基 太田 孝 佐藤 隆子 吉岡 光代 
       片倉 秀子 宍戸 さつ 加茂千賀子 山口みつ江 広内ヒサ 
       宇佐美珠子 上田 澄子 菊地 愛子 久井トメ子 工藤フイ 
       村元喜久江 木村 弘子 伊藤 慶子 木村 芳子 石田 寛  
 
看護学校  斉藤麗子  成澤 美樹子  古池 露美  桃内 雅代   




    谷 里子 浜田志保 米坂紗苗 池田純子 島田美香 岩館 陽子 
    紺野はるか 木村 明日香 工藤純子 福澤加菜 降矢 奈保子 
    荻生田 麻衣 川上裕子 小林明子 佐藤ゆかり 鈴木詩織  
    渡部美幸 萱森ゆり 佐藤綾乃 福原佳代子 横関未奈 古川笑子     
    渡辺 佳代子 新鞍 望 石川 恵美子 山本知美 野地 美紗江  
    中泉育巳 鈴木晶絵 山下あかね 岩井理香 矢野有香 長島通子      
 ２年  
    小杉香奈 佐藤恭子 佐藤 慈 水谷紗希 田中みどり 本間奈未    
    和泉佳奈 多田ちひろ 宮原あすか 早川晶子 馬場啓美  
    長尾郁子 佐藤亜希子 北 美由紀 田所 茜 戸田綾子 
    鎌田 歩 中川奈津絵 竹田育子 相澤奈津江 上野 舞 上野宏子   
    木頭直美 中川文月 篠原未来 竹田真奈美 中村 泉 高橋 梢  
    篠原美沙紀 
  ３年 
    阿曽百代 武田由喜 古川美奈子 若松愛実 吉田三香 佐藤朋美  
    一戸仁美 坂中友美 中山徳香 墓田理恵 大戸みゆき 常磐結香 
    井野睦子 吉田紀子 高坂幸子 佐藤晴香 佐々木絵梨奈 田村直子 
    新井田有希子 山口広夢 東 梨絵 留田 陽子  曽田 麗   
    阿美直子 菅野 慶 井筒智子 加藤 綾 秋葉望未 山田記子 
 
         
協力団体及び個人 
ミネルバ病院  荻野（木村）貴子 
元室蘭市立病院 菅井 光子 












































          編著者      室蘭工業大学 前田 潤 
